
－The Notebook of Tedako citizens college－ 

浦添市てだこ市民大学雑記帳 第21号                                 

201７年９月発行 
県内では熱中症になる人が多数でるなど、まだまだ酷暑が続いていますが、皆さまはどのように

乗り切っているのでしょうか。早め早めに、こまめな水分補給を心がけましょう。 

9月に入り、勉強の秋、読書の秋、スポーツの秋、いろんなことにチャレンジしやすい季節です

ね。市民大学も夏休み（８/1～9/14）が終わり、いよいよ後期に入ります。 

１年次は、前期にインプットした「うらそえ学」「専門科目」を基本に、いよいよ自らの自己実

現に向けた発信モードへと講座が変化し、動き出します。準備はいいですか？ 

２年次は、これまで構想をあたためていた卒業レポート作成が、いよいよ形になる時期ですね。 

さて、雑記帳第21号では、第１回目の公開講座の様子や第２回目の公開講座のお知らせ、卒業生

の活動についてお伝えしていきます。 
 

 

  

     

 ～問い合わせ先～ 浦添市教育委員会 生涯学習振興課 浦添市てだこ市民大学事務局 

  ☎ ０９８－８７６－１２３４（内線６０６４） 

Mail:syogaku@city.urasoe.lg.jp  浦添市 (HP)：http://www.city.urasoe.lg.jp/ 

 

このコーナーでは毎号卒業生にインタビューを行い、卒業後の活動や、てだこ市民大学での学びが 

まちづくりにどのように生かされているのかをお伝えしていきます！ 

第４回目は、第２期地域・学校支援学部卒業の護得久市子さんにインタビューしました。卒業後

は、子どもたちや学校のために頑張っているようでした。 

第２回公開講座のお知らせ 

「発達障がい」の特性を理解し、発達障がい児・者への支援について学びます。 
様々な疑似体験を通して、発達障がいがある方の物の感じ方や捉え方等、独自の 
世界観について理解を深めましょう！！ 

「発達障がいの理解と支援」～疑似体験を通して～ 

●場所：浦添市役所 ９階講堂 

●日 時：平成２９年９月２３日（土） １５：００～１７：００ 

●講師：嘉陽 真由美 氏 （沖縄県発達障害者支援センター社会福祉士、精神保健福祉士） 

●受講料：５００円 

※詳細は広報うらそえ（９月号）でも確認できます。詳細は、事務局まで！ 

ハーリー大会（自主活動）への出場が 

「うらそえナビ」に掲載されました！！ 

７/２３日に行われた「てだこハーリー大会」への出場の様子が

浦添市観光協会のご協力で「うらそえナビ」に載っています。 

写真満載、ぜひチェックしてみてください。         

➡ http://www.urasoenavi.jp/event/2017072700019/  

 

７月29日（土）、市役所９階講堂で行われた公開講座は、市民大学生だけではなく 

一般市民の皆さんにもたくさんご参加いただき、大盛況でした。 

市民大学での学びを、たくさんの人と共有する場をつくりたい…ということで年に５回企画さ

れている「公開講座」の第１回目が開催されました。 

今回は１年次の共通講座を公開したもので、タイトルは「死について考える～今をよりよく生

きるために～」。在校生の卒業レポートに関連する内容として企画されました。 

講師の金城隆展先生（琉大医学部特命職員）は、「これまでの終活の考え方は、『やがて失われ

る私の人生』に焦点を当てており自己完結的である。しかし、死後も続いていく関係性に焦点を

当て、遺される人のために何ができるのかを問うことが真の終活なのだ。」と話されていました。 

また、「マクトゥソーケー ナンクルナイサ」（人として正しいことをしていれば、なんとかなる

さ）という言葉は沖縄の人の倫理的な姿勢・生き方が表れているというお話など、自分の状況を

考えさせられるような大変興味深い講座内容でした。 

 

第1回公開講座 開催しました 

卒業生インタビュー Vol.４ 
 

優しく聴きやすいお話に引き込まれました 

Q．市民大学への入学の動機は？ 
A．自分自身を磨き向上しながら、子育てや地域へ少しでも役に立てたらい

いなと思い入学しました。 

 

Q．市民大学で学んだことが今の活動にどう生かされていますか？ 
A．消極的だった私が市民大学で学んだことで、何かに役立ちたいボラン

ティア精神が湧いてきました。ここで学ばせていただいた恩返しをしたい

という思いで学校支援地域コーディネーターや生徒サポーター、青少年

指導員、保護司等、その他の活動をしています。 

 

Q．ぜひ伝えたいことや想い 

Ａ．市民大学を卒業し地域で活動する中で、多くの生徒たちとも関わってき

ました。声掛けをしていた生徒が転校することになり、しばらくするとその

子から「勉強を頑張ってみたら７０点とれたよ、褒めてね。」とメールが届き

ました。その後、頑張って定時制高校に入学した今もやり取りが続いてい

て、子どもを信じてやってきたことは間違ってなかったと思いました。 

  これからも地域での活動を通して子ども達が安心・安全に過ごせるよう、

サポートを続けていきたいと思います。 

 

 

http://www.urasoenavi.jp/event/2017072700019/
http://illust.okinawa/k-people/e41.html
http://illust.okinawa/k-seesaa/e825.html

